
～部活以上の価値を持つチームに～



サッカーを楽しむ！

・創造性、表現力豊かに楽しむ

選手が自ら状況を考え、自ら判断し、自らプレーを選択する。自ら表現することを楽し

んでほしい。

・自立して楽しむ

誰もがサッカー選手である前に、社会に生きる１人の人間です。考える、自立する、努

力して乗り越える、仲間を大切にする、「サッカーは人生の縮図」という言葉あるように、

サッカーを通してたくさんのことを学んでほしい。

・生涯通じて楽しむ

将来、プロでも、サークルでも、どんなカテゴリーでもサッカーを続けて楽しんでいって

ほしい。

サッカー部の指導方針



応援されるチームに

社会で必要とされる存在に

サッカーの質を上げていくのはもちろん、加えてたくさんの方の

「信頼」や、結果に直接関係ない、数値ではかれない「社会性」

を、チームとして大切にしていきたい。

みんなが、「感謝の気持ち」を持って、行動していくことが大切。

社会性を追求すると、様々な方からの「信頼」が生まれる。

（例）

会社 「提供する商品やサービス」 + 「姿勢や信念」

形として見えるもの 数値では測れないもの

これから、さらに

サッカー部が大切にしていきたいこと



 これまでの活動を継続していくことが大切

 ①ピースボールアクション

 発展途上国の子どもたちを笑顔に

 ②知的障がい者サッカー教室

 知的障がい者の方達を笑顔に

 ③SFCサッカースクール

 地域の子ども達を笑顔に

 チーム内はもちろん、学校、家庭、地域、SENMATSU FCを支えて

いただいている全ての方に、感謝の気持ちを表す。サッカーを通し

て、チーム活動を通して伝えていく。

 学校のために、家庭のために、地域のために、仲間のために・・・

SENMATSU FC

大切にしていきたい数値には表れないもの



地域の子どもたちに松戸市で唯一の人工芝サッカー場を開放

する。松戸市の子どもたちは、千駄堀サッカー場というガタガタ

の土のグランドでサッカーをしていますが、千駄堀サッカー場の

地下には産業廃棄物が埋まっている現状です。

２０１９年４月～週１回（木曜日）１７：５０～１８：５０

サッカー部の練習後

地域の子どもたちにサッカースクール

指導方針

１、サッカーを楽しむ

２、地域、社会に貢献できる人間性を育む

３、専修大学松戸サッカー部と同じビジョンで指導

SFC サッカースクール

START！


